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礼
拝
の
恵
み 

第
二
〇
章 

 
 

第
八
部 

礼
拝
の
障
害 

 

第
三
節 

批
評
的
精
神 

 

信
者
の
心
の
な
か
に
他
人
の
過
ち
を
見
つ
け
る
と
い
う

態
度
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
礼
拝
に
と
っ
て
は
致
命
的
で
あ

る
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
心
が
神
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
ず
、
仲

間
の
信
者
た
ち
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
批
評
的
な
心
の
わ
く
は
最
初
は
小
さ
い
で
あ
ろ

う
が
、
そ
れ
が
無
批
評
に
、
は
ば
ま
れ
る
こ
と
な
く
放
任
さ

れ
た
ま
ま
進
行
す
る
と
、
し
ま
い
に
は
そ
の
精
神
が
か
れ
の

全
生
活
に
し
み
渡
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
そ
の
心
の
中
に

人
間
的
親
切
と
い
う
ミ
ル
ク
は
乾
か
れ
、
そ
の
眼
は
く
ら

み
、
そ
の
理
性
は
ゆ
が
み
、
こ
い
し
て
そ
の
人
は
神
に
も
仲

間
の
信
者
に
も
無
用
の
も
の
と
な
る
。 
 

あ
る
人
が
事
物
を
検
査
的
な
批
評
心
と
い
う
眼
鏡
を
と

お
し
て
眺
め
る
と
き
は
、
彼
の
目
に
は
す
べ
て
の
事
物
が
ゆ

が
ん
で
映
る
。
他
人
の
行
動
に
途
方
も
な
い
動
機
を
邪
推
す

る
。
な
に
か
を
ほ
め
よ
う
と
し
て
眺
め
る
の
で
は
な
く
、
い

つ
も
な
に
か
を
け
な
そ
う
と
し
て
眺
め
る
。
不
幸
に
も
、
批

評
家
と
い
う
も
の
は
普
通
は
自
分
の
多
く
の
不
完
全
や
欠

陥
に
は
全
く
盲
目
で
あ
る
。
自
分
に
は
与
え
る
用
意
の
な
い

も
の
を
他
人
か
ら
要
求
す
る
。
兄
弟
の
目
の
な
か
の
塵
を
一

心
に
取
り
除
こ
う
と
し
て
、
そ
の
塵
が
自
分
の
目
の
な
か
の 

 

巨
大
な
梁
の
影
が
映
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
気
つ

か
な
い
。
他
人
の
場
合
に
は
無
礼
と
呼
び
、
自
分
の
場
合
に

は
率
直
、
誠
実
と
言
う
。
他
人
の
場
合
に
は
悪
気
で
あ
る
も

の
が
、
自
分
の
場
合
に
は
義
憤
と
な
る
。(

礼
拝
ギ
ブ
ス) 

 

そこで、兄弟たち。堅く立って、私たちのことば、手紙に

よって、教えられた言い伝えを守りなさい。 Ⅱテモテ２：１５ 

                                                    コロサイ４：３ 
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二
〇
一
五
年
四
月
一
九
日
午
前
一
〇
時 

礼
拝 

山
本
牧
師 

「
両
者
が
一
つ
に
な
る
」 

「
そ
の
こ
ろ
の
あ
な
た
が
た
は
、
キ
リ
ス
ト
か
ら
離
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

国
か
ら
除
外
さ
れ
、
約
束
の
契
約
に
つ
い
て
は
他
国
人
で
あ
り
、
こ
の
世

に
あ
っ
て
望
み
も
な
く
、
神
も
な
い
人
た
ち
で
し
た
。」（
エ
ペ
ソ
二
ノ
一

二
） 

 

パ
ウ
ロ
が
「
思
い
出
し
て
」(

二
ノ
一
一)

ほ
し
い
と
言
っ
て
い

る
の
は
、
エ
ペ
ソ
の
人
々
は
「
肉
に
お
い
て
異
邦
人
」
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
以
前
は
「
約
束
の
契
約
」(

二

ノ
一
二)

に
関
し
て
は
全
く
の
よ
そ
者
で
あ
り
、
「
こ
の
世
に
あ

っ
て
望
み
も
な
く
、
神
も
な
い
人
で
あ
っ
た
。」
こ
の
よ
う
に｢

自

分
の
罪
過
と
罪
と
の
中
に
死
ん
で
い
た
者｣

(

二
ノ
一)

を
あ
わ
れ

み
深
い
神
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
生
か
し
て
く
だ
さ

っ
た
の
で
あ
る
。
肉
に
お
け
る
異
邦
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
、
常

に
自
分
の
現
在
と
過
去
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
神
の
恵
み

の
偉
大
さ
を
認
識
し
、
へ
り
く
だ
っ
て
神
と
人
と
に
仕
え
る
こ

と
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
書
い
て
あ
る
パ
ウ
ロ

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
呼
ば
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
口
で
は
神
を
敬

い
、
律
法
に
従
っ
て
い
る
と
言
い
な
が
ら
、
心
は
神
か
ら
遠
く

は
な
れ
て
い
る
事
実
を
だ
れ
よ
り
も
よ
く
知
っ
て
い
た
。
そ
の

た
め
に
彼
は
同
胞
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
が
救
わ
れ
る
こ
と
を
何
よ

り
も
強
く
祈
り
求
め
て
い
た
。
パ
ウ
ロ
は
自
分
自
身
に
関
し
て

も｢

私
は
そ
の
罪
人
の
か
し
ら｣

( Ⅰ

テ
モ
テ
一
ノ
一
五)

で
あ
る

と
い
う
自
覚
が
常
に
あ
り
、
「
使
徒
の
中
で
は
最
も
小
さ
い
者
」

（Ⅰ

コ
リ
ン
ト
一
五
ノ
九
）
と
い
う
へ
り
く
だ
り
を
持
っ
て
主

に
仕
え
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
聖
書
の
御
言
葉
の
無
理
解
か

ら｢

神
の
教
会
を
迫
害
し
た｣

者
だ
か
ら
で
あ
る
（Ⅰ

コ
リ
ン
ト

一
五
ノ
九
）。
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
先
祖
に
は
ア
ブ

ラ
ハ
ム
が
い
る
、
自
分
た
ち
に
は
神
の
約
束
が
あ
る
と
言
い
な

が
ら
、
実
際
に
は
「
約
束
の
契
約
」
を
守
ら
ず
、
神
の
み
こ
こ

ろ
に
背
い
た
生
活
を
し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼

ら
は
自
分
た
ち
の
置
か
れ
た
立
場
を
誇
り
、
他
の
民
族
を｢

異
邦

人｣

と
呼
ん
で
、
心
の
底
で
は
、
神
の
な
い
民
と
し
て
彼
ら
を
蔑

ん
で
い
た
。
確
か
に
異
邦
人
は｢

神
も
な
い
人
た
ち｣

で
「
キ
リ

ス
ト
か
ら
離
れ
」
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
望
み
の
な
い
人
で

あ
っ
た(

二
ノ
一
二)

。
し
か
し
、
今
や
神
の
ご
計
画
に
基
づ
い
て
、

キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
の
血
に
よ
り
、
遠
い
も
の(

異
邦
人)

も
近
い

者(

ユ
ダ
ヤ
人)

も
共
に
神
と
の
和
解
に
あ
ず
か
ら
せ
て
い
た
だ

い
た
の
で
あ
る(

二
ノ
一
三)

。
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
が
ご
自
身
の

死
に
よ
っ
て
「
隔
て
の
壁
」
を
打
ち
壊
し
、「
敵
意
」
を
排
除
し

て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
二
ノ
一
四
、
一
五
）。
こ
う
し
て

｢

二
つ
の
も
の
を
一
つ
に｣

す
る
ご
計
画
は
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

ユ
ダ
ヤ
人
も
異
邦
人
も
罪
深
い
者
で
あ
り
、
偏
見
と
高
ぶ
り
に

満
ち
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
両
者
を｢

一
つ
の
か
ら
だ｣

と
す
る

た
め
に
支
払
わ
れ
た
代
価
は
神
の
御
子
の
十
字
架
の
死
で
あ
る
。

こ
の
方
法
に
よ
っ
て
の
み
、
神
と
罪
人
と
の
和
解
は
成
立
し
、

人
と
人
と
の
間
の
平
和
も
確
立
で
き
る
。｢

敵
意
は
十
字
架
に
よ

っ
て
葬
り
去
ら
れ
ま
し
た｣

（
二
ノ
一
六
）
。
今
で
は
、
キ
リ
ス

ト
に
お
い
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
も
な
け
れ
ば
異
邦
人
も
な
い
。
た
だ

あ
る
の
は｢

新
し
い
ひ
と
り
の
人｣

(

二
ノ
一
六)

で
あ
り
、
こ
れ
は

御
霊
に
よ
る
聖
徒
、
神
の
民
で
あ
り
、
兄
弟
な
の
で
あ
る
。 

（
新
聖
書
講
解
シ
リ
ー
ズ
エ
ペ
ソ
書
よ
り
） 

二
〇
一
五
年
四
月
一
日
午
後
七
時 

祈
祷
会 

山
本
牧
師 

「
エ
ジ
プ
ト
に
対
す
る
宣
告
③
」（
エ
ゼ
キ
エ
ル
連
講
五
〇
回
） 

「
人
の
子
よ
。
エ
ジ
プ
ト
の
王
パ
ロ
と
彼
の
大
軍
に
言
え
。
あ

な
た
の
偉
大
さ
は
何
に
比
べ
ら
れ
よ
う
。
見
よ
。
ア
ッ
シ
リ
ヤ

は
レ
バ
ノ
ン
の
杉
。
美
し
い
枝
、
茂
っ
た
木
陰
、
そ
の
た
け
は

高
く
、
そ
の
こ
ず
え
は
雲
の
中
に
あ
る
。」(

エ
ゼ
キ
エ
ル
三
一
ノ



3 

二
、
三) 

「
神
の
国
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
言
え
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

何
に
た
と
え
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
か
ら
し
種
の
よ
う

な
も
の
で
す
。
地
に
蒔
か
れ
る
と
き
に
は
、
地
に
蒔
か
れ
る
種

の
中
で
、
一
番
小
さ
い
の
で
す
が
、
そ
れ
が
蒔
か
れ
る
と
、
生

長
し
て
ど
ん
な
野
菜
よ
り
も
大
き
く
な
り
、
大
き
な
枝
を
張
り
、

そ
の
陰
に
空
の
鳥
が
巣
を
作
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。」(

マ
ル
コ

四
ノ
三
〇
～
三
二)
。
エ
ジ
プ
ト
は
世
界
を
征
服
し
た
偉
大
な
国

で
あ
っ
た
が
、
滅
び
る
。
世
界
の
歴
史
は
国
の
興
亡
で
あ
る
。

し
か
し
、
イ
エ
ス
の
建
て
た
神
の
国
は
最
初
は
小
さ
く
て
も
や

が
て
世
界
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
影
響
力
を
持
つ
、
永
遠
に
わ
た

る
国
で
あ
る
。 

 

ペ
ン
テ
コ
ス
テ(

聖
霊
降
臨)

聖
会 

 

日
時 

五
月
四
日(

月)  
 

「
聖
霊
の
時
代
」 

 

午
前
一
〇
時 

聖
会 

山
本
牧
師 

「
霊
に
属
す
る
者
」 

午
後 

二
時 

聖
会 

足
達
牧
師 

「
イ
ザ
ヤ
の
聖
潔
」 

午
後 

七
時 

聖
会 

西
田
牧
師 

 
 

 

本
部
五
月
行
事
計
画 

一
日
（
金
）
楽
し
い
月
一
回
の
祈
り 

午
後
一
時 

三
日
（
日
）
礼
拝
後 

役
員
会 

庄
司
家
感
謝
会 

 

四
日
（
月
）
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
聖
会 

午
前
一
〇
時
、
午
後
二
、
七
時 

七
日
（
木
）
納
骨
堂
掃
除 

午
前
一
〇 

一
五
日
（
金)  

愛
の
園
総
会 

午
前
一
〇
時 

一
七
日
（
日
）
前
半
期
、
合
同
召
天
記
念
献
金
約
束
日
、 

一
七
～
一
九
日
説
教
塾 

宝
塚
売
布
御
受
難
修
道
女
会 

二
六
日
（
火
）
リ
バ
イ
バ
ル
牧
師
会 

午
後
一
時 

東
部
教
会 

※ 

会
計
役
員 

尾
瀬
姉 

小
段
姉 

大
内
姉 

五
月
の
召
天
会
員 

 

三
日 

長
田
典
雄
兄 

 

四
周
年 

四
日 

後
藤 

昇
兄 

三
六
周
年 

八
日 

北
村
文
子
姉 

一
八
周
年 

十
四
日 

村
山
植
吉
兄 

三
五
周
年 

 

十
五
日 

山
本
よ
ね
姉 

二
四
周
年 

一
七
日 

三
上 

誠
兄 

 

四
周
年 

二
一
日 

北
田
昌
民
兄 

五
五
周
年 

二
五
日 

桑
田
た
け
よ
姉
二
五
周
年 

二
八
日 

梶
原
孝
子
姉 

五
四
周
年 

二
九
日 

梶
原
ヌ
エ
姉 

二
七
周
年 

三
十
日 

三
永
く
ら
姉 

七
二
周
年 

三
十
日 

松
尾
定
子
姉 

四
五
周
年 

聖
書
通
読
完
三
回
目
完
了 

旧
約
、
新
約
通
読 

 開
始 

二
〇
一
四
年
三
月
一
日 

 
 
 
 
 
 
 

完
了 

二
〇
一
五
年
四
月
十
八
日 

 

共
同
通
読 

庄
司
姉
、
小
段
姉
、
山
本 

 

食
事
と
午
後
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
前
に
一
章
づ
つ
読
ん
で
い
ま
す
。 

         


